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研究成果の概要（和文）：心不全における呼吸補助療法（持続気道陽圧療法、順応性制御換気療法、酸素療法）による
心機能、血管機能、呼吸機能、自律神経機能、神経体液性因子、心負荷、心筋障害などに対する多面的な効果について
検討を行った。
心不全や睡眠時無呼吸症候群の病態に応じた適切な呼吸補助療法を行うことで、心機能、呼吸機能、血管機能や予後な
ど多面的な改善効果が得られた。なかでも、標準的な薬物療法の存在しない左室収縮の保持された心不全に対する呼吸
補助療法にて、左室拡張能、血管機能、呼吸機能、運動耐用能、予後の改善を認めた。各結果詳細については、適宜学
術誌にて公表を行っている。

研究成果の概要（英文）：We examined whether positive airway pressure improves right heart function, 
pulmonary function, and exercise capacity, and reduces mortality rates of heart failure patients with 
sleep apnea syndrome.
Our data suggest that appropriate sleep apnea syndrome management using positive airway pressure improves 
right heart and pulmonary function and exercise capacity and consequently may reduce cardiac and 
all-cause mortality in heart failure patients with sleep apnea syndrome.

研究分野： 循環器内科

キーワード： 睡眠時無呼吸症候群　心不全
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１．研究開始当初の背景 
慢性心不全において睡眠時無呼吸症候群
（Sleep apnea syndrome: SAS）、高血圧、不整
脈、慢性腎臓病は予後悪化因子である。中で
も SAS はそのいずれの病態にも関連しており、
近年、SAS に対する呼吸補助療法が心不全
加療に有用であることが明らかになりつつ
ある。また、呼吸補助療法は SAS の有無、
重症度、種類に関わらず、心不全加療に有
用であるとの報告が本邦より初めてなされ
たが、その効果及び機序については明らか
でない。 
 
２．研究の目的 
心不全に対する呼吸補助療法による心機能、
血管内皮機能、中心血圧、腎機能、呼吸機
能、自律神経機能、不整脈、心筋障害、酸
化ストレスなど多面的効果について検討し、
心不全患者における効果的かつ適正な呼吸
補助療法を確立する。 
 
３．研究の方法 
心不全におけるホルター心電図を用いた SAS
評価法について検討した。また、心不全にお
ける呼吸補助療法（持続気道陽圧療法、順応
性制御換気療法、酸素療法）による心機能、
血管機能、自律神経機能、神経体液性因子、
心負荷、心筋障害などに対する多面的な効果
について検討した。 
 
４．研究成果 
無呼吸イベントの際、無呼吸時の徐脈と、

呼吸回復に伴う頻脈の周期的な交代を生じ
る。無呼吸回復過程の頻脈は、睡眠からの
覚醒と肺の拡張による迷走神経緊張の低下
が関与し、呼吸回復にて再び迷走神経活動
が亢進し、頻脈は消失する。ホルター心電
図検査にてこの周期性心拍変動 (cyclic 
variation of heart rate (CVHR) score: 
total dip 数/time in bed (hours) )をとらえ
ることで心電図情報から SAS スクリーニ
ングを行うことが可能であった(論文 23)。
心疾患患者において、本アルゴリズムによ
る CVHR score は無呼吸低呼吸指数と良好
に相関し、重症 SAS 患者を検出可能であっ
た（感度 82%、特異度 77%、AUC 0.83）。 
心不全やSASの病態(論文6,14,18,28)に応

じた適切な呼吸補助療法を行うことで、心機
能、呼吸機能、腎機能、血管機能や予後など
多面的な改善効果が得られれた（論文
3,4,10,17,29）。なかでも、標準的な薬物療
法の存在しない左室収縮の保持された心不
全に対する呼吸補助療法にて、左室拡張能、
血管機能、呼吸機能、運動耐用能、予後の改
善を認めた(論文 4, 29)。 
なお、上記結果および他の研究成果につい

て、国内外の学会や学術誌にて公表している。 
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